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研究成果の概要（和文）： 

茶褐色の鶏卵面に過酸化尿素を主成分とした漂白剤（ナイトホワイトエクセル）および、
過酸化水素を主成分とした漂白剤（ピレーネ）を用いて漂白を行った。 
漂白に対して実験１ではハロゲン光（PENCURE）と KTP レーザーをそれぞれ別々に

使用し、実験２では併用使用をおこなった。実験条件は、３Ｗの出力 KTP レーザーをそ
れぞれの漂白剤塗後に 1 分 30 秒、3 分、5 分、10 分間照射した。ハロゲン光でも同様に、
1 分 30 秒、3 分、5 分、10 分間照射し、37℃で半日保存した後、測色をおこなった。 
結果として、単独使用の実験１では KTP レーザー照射クループで、ナイトエクセル漂

白剤使用の場合に 3 分以上の照射において漂白効果が確認された。一方ピレーネを使用し
た場合、5 分以上の KTP レーザー照射にて漂白効果が認められた。 
ハロゲン光照射においては、ナイトエクセル、ピレーネのどちらを使用した場合においても
1 分 30 秒照射から漂白効果が確認された。一方実験２の結果では、ナイトホワイトエクセル、
ピレーネ共に1分30秒で全ての試料に漂白効果が認められた。この効果はハロゲン光とKTP
レーザーの照射順序の違いには影響せず、ハロゲン光とレーザーのどちらを先に照射しても
明確な違いは認められなかった。 

 
研究成果の概要（英文）： 

The bleaching was performed on the surface of shell of the chicken egg with dark 
blown color, using Night White Excel which was based on urea peroxide or Pyrenees 
which was based on hydrogen peroxide. Halogen light (PENCURE) and KTP laser 
were used to occurring bleaching reaction. Halogen light and KTP laser were used the 
bleaching respectively in experiment 1. KTP laser was irradiated with 3W to the egg 
shell surface for 1 minute and 30 seconds, 3 minutes, and 5 minutes 10 minutes 
respectively after bleaching reagent application. Halogen light was also irradiated on 
the shell surface for 1 minute 30 seconds, 3 minutes, 5 minutes 10 minutes 
respectively same as KTP laser. After irradiation, all specimens were stored at 37 
degree for half day and analyzed colored change. In experiment 2, halogen light and 
KTP laser were combined use together. The irradiated procedures of the halogen light 
and KTP laser were same as experiment 1. All specimens were also analyzed colored 
change. As a results, the occurring of the bleaching effect was observed more than 
three minutes with KTP laser irradiation after Night Excel bleaching agent 
application in experiment 1. On the other hand, the bleaching effect was confirmed 
over five minutes with KTP laser irradiations in using reagent of Pyrenees. In halogen 
light irradiation specimens, the bleaching effect was shown more than one minutes 
and 30 second irradiation both methods of Night White Excel and Pyrenees 
application. In experiment 2, the bleaching effect was also appeared more than one 
minute and 30 second irradiation both methods of Night White Excel and Pyrenees 
application. Furthermore the effectible was more clearly after 3 minutes irradiation. 
The difference of the order of irradiating the halogen light and the KTP laser was not 
influence of the affectability for the bleaching. 
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１．研究開始当初の背景 

これまで変色歯の審美性改善処置法とし
ては歯質を削除して人工物で置き換える補
綴処置が優先されてきたが、これにより歯
の寿命が短縮されてきたことが否めない。
近年、歯の漂白剤が厚生労働省の認可を得
て市販されるようになり、歯を削ることな
く変色歯の色調を改善できる方法として注
目されている。歯髄の感染による変性や壊
死、歯髄除去処置等によって生じた無髄変
色歯の漂白法としては、1963 年に Nutting
と Poeが報告した Walking Bleach法が術式
として簡便で漂白効果が高いとされており、
これまで広く行われてきている。しかし、
Walking Bleach 法では数週間に及ぶ長期処
理期間を要することや漂白後数年間経って
からの色調の後戻り、歯根 歯頚部に外部吸
収を生じる可能性があることなどの問題点
が指摘されている。 

２．研究の目的 
本研究では Walking Bleach 法にかわる
方法として、10％過酸化尿素ゲルを主剤
とする Home Bleach 剤を無髄歯の髄腔
内とエナメル質表面に塗布してこれにハ
ロゲンランプおよび KTP レーザーで照
射し、即日のうちに大きな漂白効果を得
るための最適条件を探ることを目的とし
た。 

３．研究の方法 
漂白効果の客観的な評価のためには基礎

研究として褐色鶏卵の卵殻を用いた。褐色
鶏卵の色素は人の歯の変色の原因にもなる
ヘマトポルフィリンであり、また卵殻は主
成分が炭酸カルシウムでヒトの歯の無機成
分に近似していることから、漂白効果を基
礎的に評価するための標準資料として最適
であると考えられた。茶褐色の鶏卵面に 8
箇所の漂白剤塗布部位を設定した後、あら
かじめ写真と測色器によってコントロール
の L,a,b を測定した。その後過酸化尿素を
主成分とした漂白剤（ナイトホワイトエク
セル）および、過酸化水素を主成分とした

漂白剤（ピレーネ）を用いて漂白を行った。
漂白に対して実験１ではハロゲン光
（PENCURE）と KTPレーザーをそれぞれ別々
に使用した。その際ハロゲン光と KTP レー
ザーを異なった作用時間で卵殻に作用させ
たのち測色、写真撮影を行った。実験条件
は、KTPレーザーではレーザー出力を３Wに
固定し、それぞれの漂白剤塗布面に 2 箇所
ずつ、1 分 30 秒、3 分、5 分、10 分間照射
ハロゲン光でも同様に、1分 30 秒、3分、5
分、10分間照射し、漂白剤を塗布した歯面
の変化を観察した後、37℃の恒温層に半日
保存した。それぞれの試料は作用終了後に
肉眼にて漂白の有無を観察した後、写真撮
影、測色をおこなった。次に実験２では漂
白において、ハロゲン光（PENCURE）と KTP
レーザーの併用使用をおこない、ハロゲン
光単独照射との違いを検討した。その際、
ハロゲン光と KTP レーザーの照射順に違い
が生じるかを検討するためにハロゲン光照
射後に KTP レーザーの照射を行ったグルー
プと、KTP レーザーの照射後にハロゲン光の
照射を行ったグループに分別した。 

全ての試料は実験終了後に測色し写
真撮影を行った。 
実験条件は、KTP レーザーではレーザー
出力を３W に固定し、それぞれの漂白剤
塗布面に 2 箇所ずつ、1 分 30 秒、3 分、
5 分、10 分間の照射をおこなった。ハロ
ゲン光でも同様に、1 分 30 秒、3 分、5
分、10分間の照射とした。その後、漂白
剤を塗布した歯面の変化を観察した後
37℃の恒温層に半日保存した。 

 それぞれの試料は作用終了後に肉眼にて
漂白の有無を観察した後、写真撮影、測色を
おこなった。 
４．研究成果 

今研究結果において、KTPレーザーの単独
使用では期待される漂白促進効果は認めら
れなかったが。漂白剤塗布の回数、漂白時
間の延長により漂白効果が向上する可能性
がある。また実験２の結果からハロゲン光



と併用することで漂白効果の向上や漂白時
間の短縮が可能になるものと推測された。 
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